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心不全患者のセルフモニタリングに関する文献レビュー

一―健康管理に関する諸概念との比較一一

服 部 容 子

Literature Review on Self― monitoring by Hcart Failure Patients

一一一一‐COmparison of Several Concepts Related to Hcalthcare Management―

HATTORI Yoko

Abstract: In order for heart failure patients to be sufficiently able to practice their own healthcare manage―

ment during recuperation, it is necessary for self― monitoring to be ilnproved. Thus, in this study of self―

monitoring for heart failure patients, an investigation of the literature was cattried out using PubMed, lCI―

NAHL,ProQuest and Japana Centra Revuo Medicina,to clarify if anything regarding the self― monitoring re―

quired for heart failure patients can be identified, and to study the differences between sinlilar concepts re¨

lated to healthcare management. The results suggested that self― monitoring by heart failure patients allows

then■ to self― observe the condition of their heart failure and grasp the actuality of its progression,in order to

detect the signs of worsening heart failure carly and sustain their physical condition and treatinent ade―

quately.Moreover, self― monitoring is onc element in self-lnanagement and self― care,and it is suggested that

this is also an entryway to healthcare management for providing the patient the life they wish for and ilIL―

proving QOL.
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抄録 :心不全患者が療養生活における自らの健康管理を適切に実践できるようになるためには,セ ル

フモニタリングを充実させる必要があると考えられる。そこで本研究は,心不全患者のセルフモニタ

リングについて,PubMed,CINAHL,ProQuest,医 学中央雑誌を用いた文献検討を行い,′ 亡ヽ不全患者

に求められるセルフモニタリングとは何を指すのかを明らかにするとともに,健康管理に関して類似

する諸概念との違いを検討した。その結果,心不全患者のセルフモニタリングは,心不全増悪の兆候

を早期発見したり,体調管理や治療を適切に継続するために,自 ら心不全の状態を観察し,生 じてい

ることを把握することであることが示唆された。また,セ ルフモニタリングは,セ ルフマネージメン

トおよびセルフケアの一要素であり,QOLを改善し,その人らしい生活を患者にもたらす健康管理
の入り口として存在していることが示唆された。

キーワー ド:セルフモニタリング,心不全,文献レビュー

そのうち,心不全による死亡数は2000年 に急性心筋

梗塞を上回り,心疾患の死因の中で最も多いと報告さ

れているD。 その背景には,人口の高齢化,食事の欧

米化,運動不足といつた現代の生活スタイルがあり,

誰もが′亡ヽ臓病を患うリスクを抱いていることがある。

は じめ に

心不全はあらゆる心臓疾患の終末段階であ

増加の一途にある。心疾患は日本人の死因第

り,現在

2位で
,
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また,心臓病に伴う生命の危機的状況の多くが,医療

技術の進歩により克服されるようになり,慢性的状況

に移行する患者が増加傾向になっていることがある
か
。

心不全を患った患者は,低下した′亡ヽ臓の運動耐容能

に応じ,心負荷をかけない生活動作や身体活動を療養

生活において維持する必要がある。そのため,心不全

患者は持続的な健康管理を自ら実践するよう求められ

る。健康管理に関連する著名な概念としては,セ ルフ

ケア,セ ルフマネージメント,ア ドヒアランスなど,

複数存在する。そして,近年広まりつつある概念に

「セルフモニタリング」がある。セルフモニタリング

は,患者自身が自己の行動や態度,感情,思考などを

観察したり記録したりすることによって,それらに対

する具体的で客観的な気づ きをもたらすこととさ

れ",認知行動療法を実践する臨床心理学を中心に用

いられてきた用語である。その後,看護において捉え

るべ きセルフモニタリングの概念分析が Wildeと

Garvin・により行われ,「 自らの健康や病気を適切に管

理するために,病気の症状や身体感覚を定期的に測定

したり,記録したり,観察して認識すること」と,2007

年に定義された。しかしながら,こ の定義は様々な疾

患に当てはまるものであり,心不全患者に求められる

セルフモニタリングにおいて,何を観察したり認識し

たりすべきなのかまでは明らかにされていない。

近年,入退院を繰 り返す慢性 `亡 不ヽ全患者が増加して

おり',セ ルフモニタリングは′亡、不全患者が病状増悪

を予防しながら,自 らの生活を維持するために身につ

けるべき健康管理能力の一つとなっている。そのセル

フモニタリングの能力を充実させるためには,看護師

がその概念について共通認識を持ち,療養生活支援に

臨む必要があると考えられる。そこで,本研究は′亡ヽ不

全患者のセルフモニタリングの文献レビューを行い ,

心不全患者に求められるセルフモニタリングとは何を

指すのかを明らかにするとともに,セ ルフモニタリン

グと類似する健康管理に関する諸概念との違いを検討

することを目的とした。

Ⅱ.方 法

1.データ収集の方法
“看護 (Nurisng)",“ セルフモニタリング (Seli

monitoring)",“ 心不全 (hean failure)"を キーワー ド

に,PubMed,CINAHL,ProQuest,医 学中央雑誌を活

用し,文献検索を行った。セルフモニタリングという

用語が慢性の病気に対して使われるようになったのは

最近である,と いう Wildeら
いの指摘から,データベ

ースの検索範囲は 2000年 1月 から2009年 1月 の過去

10年間分とし,2009年 1月 に検索した。

2.分析方法

対象文献から,心不全患者のセルフモニタリングに

関する記述をデータとして識別し,抽出した。また ,

各々の文献における記述の背景を明らかにするため ,

研究目的,対象,研究方法を抽出し,分類整理した。

Ⅲ。結 呆

文献検索の結果,PubMed 10件 ,CINAHL 20件 ,PrO_

Quest 17件 ,医学中央雑誌 12件が該当 した。入手可

能な文献から,重複および本文中にセルフモニタリン

グの用語が使用されていないものを除いた結果,文献

は 31件 となった。そのうち,心不全患者のセルフモ

ニタリングとは何を指すのかを具体的に記述した文献

は 12件であった。そのため,12件 を文献レビューの

対象とした。その内訳は,2件が総説,3件が介入研

究,7件が調査研究であった。

1.心不全患者のセルフモニタリングに関する文献の

概要 (表 1)

2件の総説は,疾病の増悪を防ぐためにはセルフモ

ニタリングが重要であるという観点に立ち,その必要

性を論 じていた。仲村"は ,セ ルフモニタリングの目

的およびそのポイントに言及し,患者がセルフモニタ

リングを実践した場合の効果を明確に示していた。ま

た,池亀"は ,増悪予防に必要な患者指導の一部とし

て,セ ルフモニタリングを取 り入れることの有効性を

述べていた。介入研究では,セ ルフモニタリングに関

する指導の効果を再入院率や QOLの 変化から検証し

たり
%,指
導の効果から介入方法を検証 したり

n,セ

ルフモニタリングの実践効果を体調の変化から分析す

る研究が行われていた
‖)。
調査研究では,心不全患者

に対 して展開される教育プログラムの検討や
曖調,プ

ログラムの成果である再入院率や費用対効果に関する

調査
‖|,お よびセルフモニタリングに関する患者教育

の内容
い),効
果“',QOLア ウトカム

ロ)に
関する調査が

行われていた。また,病気の経験とそれに関連する知

識についてのインタビュー調査も行われていた
閣
。

いずれの文献も,セ ルフモニタリングは′亡、不全増悪

の兆候を早期発見することに役立つものであり,患者

が疾病を管理する上で不可欠な概念であるという視点
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表 1 心不全患者のセルフモニタリングに関する文献とセルフモニタリングの意味内容

著者/年 研究目的 対象 研究方法 セルフモニタリングの意味

l Bennett S,ct al。 セルフモニタリングに関す ″亡ヽ不全患者 16名
/2000・     る指導後の効果と介入方法

の検討

10名 の介入群 と 6名 日々の体重を測定し,浮腫の状
の非介入群の比較検討 況を見ること

2 Toman C,ct al。 心不全患者に対 して開発さ ′亡ヽ不全患者
/2001に
)   れた教育プログラムのガイ

ドラインを調査,検討

様々な教育プログラム

から望ましい教育プロ

グラムを検討

心不全で経験する主な症状をみ

ること

3  Schreurs K,

ct al。 /2003 13)

喘′自、,糖尿病,心不全の患
者に対するセルフマネージ
メントプログラムの検討

喘虐、83名 ,糖尿 セルフマネージメント
病 37名 ,心不全 プログラムに対する患
患者 22名     者,看護師による評価

を分析

心不全の症状に早期に気づき,
それらに対処できるようにする
ことで,毎 日の体重を測 り,体
重,呼吸困難,下肢の浮腫や咳
の増加を把握すること

4  Sethares K,

/20049)

et al.心 不全患者に対する看護介 フとヽ不全患者 70名
入による再入院率および

QOL,健康観の効果を検
証

介入群 33名 と非介入
群 37名 の再入院率 ,

および QOL,健康観
を比較検討

水分過剰のサインに気づくこと

5 Tsuyuki R,ct al。 心不全患者に実践される 2
/2004‖
)   

段階の疾病マネージメント
プログラムの効果を検証

心不全患者 276名 プログラムの参加者
140`名 とブトラタカ日灌1136
名の再入院とその費用
に関する比較検討

塩分や水分の蓄積 ,日 々の体
重,活動,随伴する症状を把握
し,適切に内服し症状の悪化に
気づけるようにすること

6 池亀/2005m 心疾患の再発を防ぐ患者指 ン亡ヽ疾患患者
導の取 り組みに関する総説

患者が自分の病気や内服薬,自
分の体調について知 り,振 り返
ること

7 Lesperancc M, 心不全患者のセルフモニタ ′亡、不全患者 23名
et al./2005“
) リングに関する退院指導の
看護記録の内容を検証

患者に提供されている
セルフモニタリングに

関する指導内容を分析

体重増加のサインをモニタリン

グすること

8 Smith C,ct al。  自己管理に関する指導後の フ亡ヽ不全患者 10名
/2005%)    患者の知識,セルフモニタ

リングの実践状況を調査

患者指導後に,Hcan
Failure Knowledge

QueStiOnnaire等 を用い

て効果を分析

毎日の体重を測定し,服薬,減
塩食に従い,水分貯留の状況を
把握し,処方された運動を維持
し,心不全の悪化の症状に気づ
けるようにすること

9 Eastwood C,
ct al。 /200711)

セルフモニタリングの実践 ′亡ヽ不全患者 124名
効果の検証

セルフモニタリングの

実践者 70名 と非実践
者 54名 の体調変化の
比較検討

体重,血圧,脈拍,倦怠感,

吸のしずらさ,咳,む くみ,

部症状を日々確認すること

呼

胸

10  イ中本す///20087) 心不全の急性期から回復・

慢1生期のセルフモニタリン

グに関する解説

心不全患者 自分で自身の状態をより客観的
に評価 し,治療に役立てること

H Grady K,ct al。 心不全患者のセルフケアと ′亡ヽ不全患者
/2008n     QoLア ウ トカムに関する

文献検討

セルフケアおよび関連

概念について記述する

文献における QOLア
ウトカムを抽出

バイタルサイン,体重,症状を
モニタリングすること

12  Rodriguez K,

ct al。 /200818)

心不全の体験に基づ く患者 フとヽ不全患者 25名
の知識を探究

患者の病気経験及び知
識に関するインタビュ
ー調査

患者の健康を維持するために血

圧,体重,水分の過剰さを確認
記録すること

に立ち,論 じていた。それに加え,Smithら ゆは,毎

日のセルフモニタリングがセルフマネージメントを高

め,Lesperanceら
20は ,セ ルフモニタリングが患者の

再入院の防止につながることを指摘 し,セルフモニタ

リングには QOLの改善を導 く効果があることも論 じ

られていた。

2.心不全患者のセルフモニタリングの意味

心不全患者のセルフモニタリングという用語のもつ

意味について,総説を除くすべての文献で,心不全で

経験する症状やバイタルサインの変化を観察すること

として捉えていた。それに加え,Schreursら
21)は ,単

に症状を観察するだけでなく,心不全悪化の兆候に気

づくこともセルフモニタリングとしていた。また,池

亀
2"は ,患者が自分の病気や体調について知 り,振 り

返ることとし,仲村")は ,自 身の状態を客観的に評価

し,治療に役立てることとしていた。これらから,セ

ルフモニタリングは,心不全増悪の兆候を早期発見し

たり,体調管理や治療を適切に継続するために,自 ら

心不全の状態を観察し,生 じていることを把握すると

いう意味合いで用いられる傾向にあることが示され

た。

セルフモニタリングすべき内容として各文献に示さ

れていたのは,身体的な心不全症状の変化であった。

その具体的内容は,浮腫,呼吸困難,咳嗽,倦怠感な

どの主観的な自覚症状を捉えることであつたり,水分
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や塩分の摂取状況,血圧,脈拍などのバイタルサイン

および体重の変化を客観的に捉えることであった。ま

た,身体症状の変化のみならず,身体活動の状況や ,

内服・治療に対するアドヒアランスを挙げている文献

もあった。

以上から,心不全患者がセルフモニタリングすべき

観察内容は,身体症状の変化,身体活動の状況,お よ

び内服や治療に対するアドヒアランスであると考えら

れていることが示された。

3.健康管理に関する概念

セルフモニタリングに類似する健康管理に関する概

念で著名なものには,セ ルフケア,セ ルフマネージメ

ント, ア ドヒアランス, コンプライアンスがある
24'

(表 2)。

1)セ ルフケア

セルフケア (selicare)は ,「 自分自身の生命 と健

康な機能,持続的な個人的成長,お よび安寧を維持す

るために開始し,遂行する諸活動の実践」と Oremハ

により定義されている。これは,個 人による個人のた

めの活動であり,しかも専門家や一般の人々から得ら

れる知識や技能を活用するが,専 門家の助けに頼らな

い自立 した活動として位置づけられている20。 従っ

て,セ ルフケアとは個人が自立的,主体的に自らの健

康管理を行 うことを強調する概念 と捉えられてい

る2■ 2●。心不全患者に焦点をあてたセルフケアについ

ては,Grady2"が ,患者自身が日常生活で心不全に伴

う様々な体調管理を行うための連続した諸活動である

と述べている。

2)セルフマネージメント

セルフマネージメント (Selimanagement)は ,「健

リハビリテーション学編 (2009年 H月 )

康を維持促進し,症状や病気の兆候をモニターしなが

ら管理し,個人の機能や感情,対人関係に及ぶ病気の

影響を調整しながら,治療や養生法を遵守すること」

と Ko」 らЮにより定義されている。この概念の特徴

は,人間には,過去の経験に基づき,意識的,無意識

的に経験を意味づけ,自 己決定するという前提があ

り
]|,目
的の実現に向けて資源や情報を自らコントロ

ールする行為としてセルフマネージメントが行われ

る3)と される点である。それらを踏まえ,Riegalら
33)

は,心不全患者に焦点を当てたセルフマネージメント

について,病気や疾患を管理したり,健康な習慣を通

して健康を維持するプロセスを含むセルフケアの一要

素であり,心不全の症状や兆候に対する反応としての

認知的意思決定プロセスであると述べている。

3)コ ンプライアンスとア ドヒアランス

コンプライアンス (cOmpliance)は ,1970年 代に

注 目された保健行動に関連 した用語であ り,Hynes

ら3・により医療者の処方,助言に対する,人の行動の

一致の程度や能力を指すものと定義されている。しか

し,こ の概念は,医療者と患者の関係を一方的な主従

的関係として表し,患者の生活の個別性を排除し,指

示を守るという健康管理の在 り方をさしていると指摘

され,コ ンプライアンスでは捉えきれない養生法実施

における困難を生活者の視点で重視しようとする考え

への転換が進められた
3'。
そして,コ ンプライアンス

に代わって用いられるようになったのがアドヒアラン

ス (Adherencc)であり,「自分自身を支えるために,

責任をもってたゆまず努力すること」と Betschan30に

より定義されている
刃)。 アドヒアランスは,医療者と

患者のパートナーとしての関係を前提とし,療養の方

法に関する意思決定も共同で行うという考えに基づく

表 2 健康管理に関する概念とその定義

概  念

selimonitoring  自らの健康や病気を適切に管理するために,病気の症状や身体感覚を定期的に測定したり,

録したり,観察して認識すること (Wilde&Garvin,2007‖ )

self― care 自分自身の生命と健康な機能,持続的な個人的成長,お よび安寧を維持するために開始し,遂
行する諸活動の実践 (Orem,20013)

患者 自身が 日常生活で′亡ヽ不全に伴 う様 々な体調管理 を行 うための連続 した諸活動 (Grady,ct
al,200817)

selimanagement 健康を維持促進し,症状や病気の兆候をモニターしながら管理し,個人の機能や感情,対人関
係に及ぶ病気の影響を調整しながら,治療や養生法を遵守すること (Korff,ct al,199730)

病気や疾患を管理したり,健康な習慣を通して健康を維持するプロセス (Riegel,ct a1 20003")

義｛疋

adherence 自分自身を支えるために,責任をもってたゆまず努力すること (Betschan,199130)

connpliancc 医療者の処方,助言に対する,人の行動の一致の程度や能力を指すもの (Hynes,ct al,19793a)
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ものである39。 コンプライアンスとアドヒアランスの

特徴は,医療従事者との関係性を強調した概念である

という点で,他の健康管理の概念と区別されることが

多い。

Ⅳ.考 察

1.心不全患者のセルフモニタリング

心不全の診断を受けた時から患者は病状に注意を払

うよう指導され,日 常生活において患者による健康管

理が実践されていく。しかし,こ れまでそのような健

康管理を「セルフモニタリング」と捉える動向は少な

く,そ の定義が Wildeら により示されるまで,曖味

な概念であった。それに加え,心不全患者のセルフモ

ニタリングとは何を指すのか,明確に示されることは

これまでなかった。しかし,今回の文献レビューで心

不全患者のセルフモニタリングとは, 自らの心不全の

状態を観察し,生 じていることを把握することを意味

していると解釈することができた。また,その具体的

な観察内容としては,身体症状の変化,身体活動の状

況,内服や治療に対するアドヒアランスが示唆され

た。特に身体症状の変化では,浮腫,呼吸困難,咳

嗽,倦怠感という主観的な自覚症状や,体重,血圧 ,

脈拍および,水分,塩分の摂取量という体調に関わる

客観的指標を捉えることであるという示唆が得られ

た。それらは,心不全増悪の兆候を早期発見したり,

体調管理や治療を適切に継続するために行われる行為

であるといえる。

2.セルフモニタリングと類似する諸概念

セルフモニタリングという概念が看護の中で明確化

されたのは最近のことであるが,その必要性と重要性

は多くの医療者の知るところであり,慢性的経過をた

どる患者に適応されている。なぜ,セルフモニタリン

グが実践されているにも関わらず,それ自体が注目さ

れなかったのかという背景には,セルフケアやセルフ

マネージメントという類似した概念が,それを包括し

ていたからであると考えられる。

健康管理の様相を示す概念の中で,最 も著名なもの

にセルフケアがある。セルフケアは,Orem3"が示し

ているように,自 らの生命と健康および成長,安寧を

維持することを目的とした人々の行為を指す。この特

徴は,健康と病気のどちらの状態においてもなされ

る,当事者自身による認知と行動を含む広範囲な概念

であるという点である。また,自 分自身で意思決定

し,自 ら行う行為であることから,医療従事者との関

係性を強調したコンプライアンスやアドヒアランスと

は異なる観点に立つものである。一方,セ ルフマネー

ジメントは,健康や病気の状態を把握し,様々な影響

を調整しながら治療や養生法を実践することであり,

健康や病気の状態における生活管理に関する認知的意

思決定のプロセスを強調する限定的な概念である。そ

のため,セ ルフマネージメントはセルフケアの一要素

とされる40。 その中でセルフモニタリングは,健康や

病気を適切に管理するために,自 らの状態を観察し,

生じていることを把握することを指し,治療や養生法

を実践するというセルフマネージメントに必要な認知

的意思決定プロセスの一部と考えられる。「セルフマ

ネージメントはより良いセルフモニタリングにより改

善する」といわれているように
綱),セ ルフモニタリン

グはセルフマネージメントに必要な一要素という位置

づけとなる。

心不全患者が行う健康管理の到達点は,Grady4"が

提言した心不全患者のセルフケアである「患者自身が

日常生活で心不全に伴う様々な体調管理を行うための

連続した諸活動」を,適切に実践することである。し

かし,その到達点にたどり着くためには,セ ルフケア

に含まれる諸活動を一つずつセルフマネージメントす

るステップが存在すると予測される。セルフモニタリ

ングは,そのセルフマネージメントのステップの中で

生じていることを把握するという,は じめのステップ

に位置している。従って,セルフモニタリングは全て

の健康管理の入り口として存在し,その後の健康管理

の在 り方を左右する重要な概念であるといえる。ま

た,適切なセルフモニタリングの効果として,Smith

ら4の は,毎 日のセルフモニタリングがセルフマネージ

メントを高めることを,Lesperanceら
4)は ,セ ルフモ

ニタリングが′とヽ不全患者の再入院の防止につながるこ

とを指摘した。これらは,セルフモニタリングはより

良いセルフマネージメントおよびセルフケアを導くも

のであることを示 している。そして,セルフモニタリ

ングから始まる健康管理の最終的な目標は,心不全を

コントロールしながら再入院することなく,患者自身

の生活を営むことであることも示唆 している。従っ

て,セ ルフモニタリングは,心不全という慢性的経過

をたどる疾患を持ちながらも,可能な範囲で QOLを

維持改善し,その人らしい生活を患者にもたらす方策

の一つであるといえる。以上の「セルフモニタリン

グ」「セルフマネージメント」「セルフケア」の関係 ,

およびそれらの概念と心不全発症から QOLの維持改
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善にいたる経過の関係を図式化した (図 1)。

3.心不全患者の療養生活支援とセルフモニタリング

心不全増悪時の症状は多岐にわたり,血圧や脈拍の

変化という心臓自体の症状のみならず,虐、切れや咳嗽

という呼吸器症状,尿量の減少や浮腫という腎症状 ,

倦怠感という全身症状などが現れる。しかし,心不全

の増悪で再入院した患者は,「咳が出るのは風邪だと

思っていた」,「尿が出にくく,む くんでしまったのは

老化のせいだ」,な どと現れる症状の誤解を口にし

て,それらが″亡ヽ不全によるものだとは気づきにくい。

あるいは,普段から虐、切れや倦怠感を伴う生活に慣れ

ているため,増悪の兆候を見過ごしやすい。そして ,

生命の危機が迫ってから,あの症状が′亡ヽ不全増悪の予

兆であったのか,と 気づく場合も多い。その手立てと

して,患者自身が病状増悪の早期発見,お よび体調管

理や治療を適切に継続することを意図したセルフモニ

タリングを行うことは有用である。QOLの 改善や ,

セルフケア,セ ルフマネージメントの実践を目指すと

しても,そのはじめの一歩であるセルフモニタリング

を適切に行えるようにしなければ,どのような健康管

理も難しいと考えられる。従って,身体症状の変化 ,

身体活動の状況,内服や治療に対するアドヒアランス

を,患者自ら観察できるよう指導するとともに,外来

でその実践状況をフォローアップし,心不全患者に必

要なセルフモニタリングが適切に継続されるよう介入

することが重要と考えられる。また,療養生活支援に

携わる看護師が,今回明らかになった心不全患者に必

要なセルフモニタリングについて共通認識を持ち,患

者の健康管理能力を向上することを目指した援助を展

開することも重要であると考えられる。

V。 おわ りに

心不全患者のセルフモニタリングは,心不全増悪の

兆候を早期発見したり,体調管理や治療を適切に継続

するために,自 ら′亡ヽ不全の状態を観察 し,生 じている

ことを把握することであることが示唆された。また ,

セルフモニタリングは,セ ルフマネージメントおよび

セルフケアの一要素であ り,QOLを 改善 し,そ の人
らしい生活を患者にもたらす健康管理の入 り回として

存在 していることが示唆された。

入退院を繰 り返す心不全患者が増加 している中,患

者の療養生活支援に携わる看護師が,今回明らかにな

ったセルフモニタリングについて共通認識を持ち,患

者のセルフモニタリングを促進する援助を展開するこ

とが課題であると考えられた。

本研究は平成 20,21年度文部科学省科学研究費,若手
研究 B(課題番号 20791916)の助成による研究の一部で
ある。
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